
地域における万引犯罪防止体制 
 

 

都道府県庁・警察本部 

主な万引防止対策             現状の課題 

①万引防止協議会等の設立        ①万引件数の増加 

②万引防止ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの実施        ②組織犯罪・外国人犯罪の増加、凶悪化 

（標語・ﾎﾟｽﾀｰ・ｽﾃｯｶｰ・ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ）    ③警察のマンパワー不足・予算不足 

③実態調査の実施            ④ 小売業の協力姿勢 

（小売店舗・青少年）          ⑤小売業団体地方支部の協力姿勢 

④行動計画・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ・環境基準等の策定 ⑥中古品市場への目配り 

⑤犯罪防止教室・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等の開催    ⑦統計データ、犯罪調査の不足 

⑥ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等による相談活動  ⑧業界団体、他地域情報の不足 

⑦条例の制定、改正           

⑧市民活動、報道機関への PR       

 

委員派遣 etc.

協力要請 

協力要請 

古買法 

万引防止 
 ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

      

 小売業団体(地方支部) 

百貨店  ・・・地方百協 

スーパー ・・・ﾁｪｰﾝ協支部 

ドラッグ ・・・JACDS 

本    ・・・書店連 

家電   ・・・NEBA 

ﾚｺｰﾄﾞ･CD・・・日本ﾚｺｰﾄﾞ商組 

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ ・・・DIY 協 

SC   ・・・SC 協 

アパレル ・・・専門店協 
   ・ 
   ・ 
   ・ 

 

 関連事業者 

EAS メーカー・ディーラー 

警備業 

防犯カメラメーカー 

リース会社 

店装業者 

研修･教育会社 
   ・ 
   ・ 
   ・ 

 

小中高校 
学生・生徒 

教員 

PTA 
協議会 

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

実態調査 

協力要請 

専門情報 

民間ボランティア 
町内会 

老人クラブ 
 ・ 
 ・ 
 ・ 

中古ショップ 
古書店 

CD 

PC 

ゲーム 

カーショップ 
 ・ 
 ・ 
 ・ 

協議会 

防犯教室 

万引通報 

協力要請

パトロール 

相談 

報道機関 
新聞 

テレビ 

雑誌 
 ・ 
 ・ 
・ 


